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第
21
号 

目
次

尾
池 

和
夫 

2

京
都
造
形
芸
術
大
学
紀
要
二
十
一
号
（
二
〇
一
六
）
の
発
行
に
あ
た
っ
て

八
幡 
は
る
み 

6

エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
・
フ
ラ
ワ
ー
ズ

井
上 

康
子
・
塩
見 
友
梨
奈 

8

「
ダ
ビ
ン
グ
」
井
上
康
子
・
塩
見
友
梨
奈
　
二
人
展

河
野 

愛 

10

Playing with birds

森
本 

玄 

12

医
科
大
学
と
芸
術
大
学
の
協
働
に
よ
る 

 
 

 
 

　
　
　
芸
術
を
応
用
し
た
患
者
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

藤
原 

裕
三 

14

W
O

RK
S

由
井 

武
人 

16

色
と
光
が
も
た
ら
す
も
の
　H

A
Pii+

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践
2

小
林 

秀
加 

18

秋
の
息

岡
本 

康
明 
20

京
都
造
形
芸
術
大
学
芸
術
館 

 
 

 
 

 

　
　
　『
縄
文
と
現
代
』
シ
リ
ー
ズ
最
終
章
　《
御
嶽
伊
紗
―
―
白
い
、
白
い
遠
望
》

上
村 

博 

24

異
国
趣
味
と
真
正
さ 

 
 

 
 

 
 

　
　
　
― 

第
二
帝
政
期
フ
ラ
ン
ス
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ム
画
像
に
お
け
る
「
場
所
」
の
意
味

池
野 

絢
子
（
原
著 

マ
ッ
シ
モ
・
レ
オ
ー
ネ
　
共
訳 

片
桐 

亜
古
） 

34

デ
ザ
イ
ン
の
形
而
上
学 

 
 

 
 

 
 

　
　
　
―
デ
・
キ
リ
コ
、
キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
、
小
津
安
二
郎
に
お
け
る
オ
ブ
ジ
ェ
の
感
覚
―

重
田 

み
ち 

47

『
本
朝
文
粋
』
所
収
「
辨
散
楽
」
の
基
礎
的
研
究 

 
 

 

　
　
　
―
―
本
文
校
訂
・
解
釈
及
び
そ
の
藝
能
論
的
考
察
―
―

吉
田 

大
輔 

58

幸
田
露
伴
の
少
年
文
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「
鐡
の
物
語
」
の
英
語
典
拠

河
野 

三
男 

70

欧
文
活
字
書
体
選
択
の
根
拠
を
探
る  

 
 

 
 

　
　
　
後
編
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ン
サ
ッ
チ
・
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レ
ス
に
お
け
る
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字
書
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使
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岩
村 

原
太
・
北
村 

英
之
・
濁
川 

友
里
恵 

88

び
わ
湖
ホ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
三
年
間
の
報
告
と
考
察

近
江 

綾
乃 

100

生
活
を
軸
と
し
た
芸
術
・
保
育
活
動  
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米
国
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ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
・
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
報
告
―

蜂
谷 

葉
子 

119

幼
児
の
音
楽
表
現
を
引
き
出
す
ピ
ア
ノ
ス
キ
ル
の
育
成

北
小
路 

隆
志 

128

吉
田
喜
重
に
お
け
る
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
転
回
に
つ
い
て

髙
梨 

武
彦 

138

大
正
期
に
お
け
る
森
林
美
学 

 
 

 
 

 

　
　
　
― 

田
村
剛
・
上
原
敬
二
の
主
張
を
中
心
に
た
ど
っ
て 

―

町
田 

香 

150

江
戸
時
代
に
お
け
る
宮
廷
の
花
見

丹
羽 

秋
子 

158

近
世
・
近
代
の
掛
軸
に
お
け
る
画
題
と
表
具
形
式
に
つ
い
て
の
考
察

濱
元 

伸
彦 

172

福
島
県
の
二
人
の
教
員
の
三
・
一
一
経
験
と
そ
の
後
の
教
育
観 

 
 

　
　
　
美
術
教
育
に
た
ず
さ
わ
る
教
員
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
に
基
づ
い
て

田
中 
梨
枝
子 

185

日
本
に
お
け
る
社
会
教
育
施
設
の
歴
史
と
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
― 
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
影
響
下
に
お
け
る
教
育
観
に
注
目
し
て 

―
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